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１ 趣旨 
 
 南木曽町地方創生総合戦略は PDCA サイクルを活用しながら着実に推進することとしており、進

捗について毎年度評価を実施し、今後の施策や事業の改善に活用します。 

地方創総合戦略会議や地方創生検証会議など外部の目を確保しながら客観的に基本目標及び重要

業績評価指標（KPI）の進捗状況を把握し、評価結果は議会に報告すると共に町民に公表します。 

 

２ 地方創生総合戦略の進捗状況の概要 
 
 平成 28 年度の総合戦略に掲載されている基本目標（数値目標）及び重要業績評価指標（KPI）の

進捗状況の概要は以下のとおりです。 

 

 

（１）基本目標（数値目標）の進捗状況 

 4 つの基本戦略に掲げた 10 個の数値目標について、目標達成に向けた進捗状況を３段階で評価し

ました。 

 

基本戦略 指標名 目安値 実績値 
進捗 

区分 

暮らしを守る基盤づくり 

地域支え合いの活動件数 

H26 － → H31  150 件 

50 件 

(H28) 

27 件 

(H29.２時点) 

努力を

要する 

中山間地直接支払制度加入面積 

H26  172ha → H31 172ha 

172ha 

（H28） 
172ha 

概ね 

順調 

商工事業者数（商工会員数） 

H27  257 団体 → H31 230 団体 

251 団体 

（H28） 

249 団体 

（H29.２地点） 

概ね 

順調 

子育て世代が戻ってこられ

る雇用の創出 

観光宿泊者数 

H26 6,200 人 → H31  7,000 人 

6,580 人 

（H28） 
6300 人 

概ね 

順調 

新規林業従事者数 

H26 0 人 → H31(累計) 3 人 

１人 

(H28 累計) 
1 人 順調 

中小企業雇用確保支援事業 

による新規移住者数 

H26 - → H31(累計)５人 

１人 

（H28） 
０人 順調 

子育て世代の U・I ターン

の拡大 

20 代～30 代の転入者数 

H22～H26  220人→H27～H31 235人 

95 人 

(H27～H28) 
114 人 順調 

20 代～30 代の転出者数 

H22～H26  273人→H27～H31 258人 

105 人 

(H27～H28) 
154 人 

努力を

要する 

子育て世代が安心して結

婚、出産、子育てができる

環境づくり 

婚姻届出数 

H26 10 件 → H31 10 件 

１0 件 

（H28） 
15 件 順調 

合計特殊出生率 

H26 1.61 → H31 1.76 

1.65 

(H28) 

1.63 

(参考値) 

実績値

なし 

南木曽町地方創生総合戦略の評価について 
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（２）重要業績評価指標（KPI）の進捗状況 

 ３2 個の重要業績評価指標（KPI）について、基本目標（数値目標）と同様に３段階で評価しまし

た。 

 

基本戦略 順調 概ね順調 努力を要する 実績値なし 計 

暮らしを守る基盤づくり ４ (50.0) 0 (0.0) 2 (25.0) ２(25.0) 8 (100.0) 

子育て世代が戻ってこら

れる雇用の創出 
４ (44.5) ３ (33.3) ２ (22.2) ０ (0.0) 9 (100.0) 

子育て世代の U・I ターン

の拡大 
２ (28.6) 0 (0.0) 2 (28.6) ３ (42.8) 7 (100.0) 

子育て世代が安心して結

婚、出産、子育てができる

環境づくり 

5 (62.5) 2 (25.0) 0 (0.0) 1 (12.5) 8 (100.0) 

計（％） 15 (46.9) ５ (15.5) ６ (18.8) ６ (18.8) 32(100.0) 

 

【進捗区分】 

 概ね以下の基準に従って進捗状況を評価しています。（下記の基準になじまない指標もあるため大

まかな参考として活用） 

   

順調     ：実績値が H28 の目安値以上       

概ね順調   ：実績値が H28 の 80％以上 

努力を要する ：実績値が H28 の 80％未満 

  実績値なし  ：年度途中等で実績の把握が不可    ※目安値とは年度ごとの目標値 

 

（３）具体的な取組みの実施状況 

 総合戦略に掲載されている具体的な取組ごとにその実施状況と事業効果を検証しました。 

 

基本戦略 ◎完了 ○実施中 △実施予定 ×実施未定 計 

暮らしを守る基盤づくり 1 (2.7) 34 (91.9) １(2.7) 1 (2.7) 37(100.0) 

子育て世代が戻ってこら

れる雇用の創出 
２ (4.5) 37 (84.1) 4 (9.1) 1 (2.3) 44(100.0) 

子育て世代の U・I ターン

の拡大 
0 (0.0) 14 (63.6) 6 (27.3) 2 (9.1) 22(100.0) 

子育て世代が安心して結

婚、出産、子育てができる

環境づくり 
0 (0.0) 37 (88.1) １ (2.4) 4 (9.5) 42(100.0) 

計（％） 3 (2.1) 122 (84.1) 12 (8.3) 8 (5.5) 145(100.0) 
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【実施状況】 

 以下の基準に従って実施状況を区分しています。 

 

  ◎ 完了   ：28年度中に取組みが完了したもの  

  ○ 実施中  ：現在取組み中のもの又は継続的に実施するもの 

  △ 実施予定 ：現在取組みを予定しているもの 

× 実施未定  :取組む目途が立っていないもの 

 

 

基本戦略 
A 非常に 

効果的 

B 概ね 

効果的 

C あまり 

効果的でない 

D ほどんど

効果がない 
計 

暮らしを守る基盤づくり 21 (60.0) 14 (40.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 35 (100.0) 

子育て世代が戻ってこら

れる雇用の創出 
19 (48.7) 18 (46.2) 2 (5.1) 0 (0.0) 39 (100.0) 

子育て世代の U・I ターン

の拡大 
4 (28.6) 9 (64.3) 1 (7.1) 0 (0.0) 14 (100.0) 

子育て世代が安心して結

婚、出産、子育てができる

環境づくり 
24 (64.9) 13 (35.1) 0 (0.0) 0 (0.0) 37 (100.0) 

計（％） 68 (54.4) 54 (43.2) 3 (2.4) 0 (0.0) 125 (100.0) 

 

【事業効果】 

 総合戦略に掲載されている具体的な取組のうち実施状況が「◎ 完了」、「○ 実施中」のものにつ

いて、以下の基準に従って検証しています。 

 

  A 非常に効果的 

  B 概ね効果的 

  C あまり効果的でない 

  D ほどんど効果がない
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基本目標 

自然と文化、地域のつながりを土台とした確かな暮らしを南木曽一丸で創造する。 

 

数値目標の進捗状況 

指 標 名 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

H31 

地域支え合いの会活動件数 

目安値 

件 

H26 50 100 100 150 

実績値 - 27 
(H29.2 時点) 

   

進捗区分   努力を要する    

中山間地直接支払制度 

加入面積 

目安値 

ha 
H26 172 172 172 172 

実績値 172 172    

進捗区分   概ね順調    

商業事業者数（商工会員数） 

目安値 

団体 

H27 251 249 247 230 

実績値 257 
249 

（H29.2 時点） 
   

進捗区分   概ね順調    

総合分析 

○人口減少社会においても、町民が将来に渡って夢や希望持って幸せに暮らすことができるまちづ

くりを進めるための施策を実施した。 

 

○数値目標や基本目標に係る重要業績評価指標（KPI）は 11 項目中４項目が「順調」、2 項目が「概

ね順調」、３項目が「努力を要する」、2 項目が「実績値なし」となった。 

 

○各具体的な取組みについての効果の評価は全て A 又は B であり、実施している個別の取組みごと

の効果は概ね良好である。このため、具体的な取組みを有機的に結びつけてより効果の上がる取組

みにしていくことが重要である。 

  

○集約型商業施設の開設に向けた取り組みや地域支え合いの会など総合戦略に位置づけた新しい取

組みについて順調に実施されているものもあるが、薪ストーブの設置に対する補助など財源の問題

から進んでいない取組みもある。今後このような事業の位置づけを検討する必要がある。 

基本戦略１ 

    暮らしを守る基盤づくり 
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重要業績評価指標（KPI）と具体的な取組みの進捗状況 

 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

H31 

緩衝帯整備面積 

目安値 
ha 

H26 0.4 1 1 3 

実績値 0 0.3    

進捗区分   概ね順調    

進捗状況の分析 

補助事業により採択された範囲において実施を計

画している。有害鳥獣被害は町全域に広がってお

り、緩衝帯整備の実施は急務と考えられるが、緩衝

帯を設けることによるメリットについて十分に理

解をされていない状況がある。また、実施個所を維

持管理していく方法を確立する必要がある。 

 

今後の取組み 

緩衝帯設置のメリット、実施後の対応等について住

民にも理解を深めてもらう。補助事業は全体的に減

少している状況なので、費用負担をどうするか検討

を要する（伐採した木は搬出して販売し、整備費用

とする等）。整備は推進していく。 

薪ストーブ設置補助件数 

目安値 
件 

H26 - - - 10 

実績値 - -    

進捗区分   実績値なし    

進捗状況の分析 

間伐材の利用促進のための仕組みづくりと合わせ

て検討しているため、実施に至っていない。 

今後の取組み 

森林資源の利活用体制整備の構築に合わせ、薪スト

ーブ設置に対する補助制度を創設し、間伐材の利用

促進により林業振興を図る。 

 

若者意見交換会参加人数 

目安値 
回 

H26 - 20 30 50 

実績値 ０ -    

進捗区分   実績値なし    

進捗状況の分析 

庁舎内の若手職員により検討委員会を立ち上げ

H29 年からの実施方法の検討中。 

 

今後の取組み 

次世代を担う若者からの提言をとりまとめ、町の活

性化を図る施策を検討する。 

 

施策１－１ 自然と共生し人がつながる暮らしの実現 
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１ 自然との共生・景観の保存 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

美しいまちづくり事業 ○ 

住民参加による町内一斉清掃（年

２回）を実施している。 

ポイ捨て監視員による巡回啓発

活動及び投棄ごみの回収を週４

日実施している。 

A 

環境美化活動への意識付け、啓発

活動として継続した取組みを実

施する。 

 

文化財の保存 ○ 

国・県・町指定の文化財の維持補

修を継続的に実施している。特に

重伝建、歴史の道の保存維持につ

いては国の補助事業により実施

している。 

B 

文化財の維持に加え、活用につい

ても模索していく。 

 

緩衝帯による里山整備 ○ 

住宅地周辺の緩衝帯整備を計画

中。費用的に集落をまとめて一度

に整備することができないため、

すぐには効果が表れない可能性

がる。効果を上げるには年数を要

する。 

B 

事業拡大を実施するには費用確

保が必要。該当周辺住民に緩衝帯

整備による状況の変化とそれに

対する地域での対応を理解して

もらう必要がある（追払い等）。

整備後の維持管理について検討

を要する。 

２ 再生可能エネルギーの活用 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

再生可能エネルギー導入

のための調査研究 
○ 

職員による庁内会議で検討して

いる。農業用水路を利用した小水

力発電は町が実施主体となり計

画を進めているが、民間事業者を

含めての研究はこれからである。 

また、バイオマスを利用した研究

はまだ進んでいない。 

 

B 

再生可能エネルギー導入に向け

たて民間事業者を含めた研究会

で、地産地消の推進、まちづくり

への活用など総合的に研究を進

め、町に適した事業展開を図る。 

 

地域防災マップ取組地区数 

目安値 
地区 

H26 20 40 50 60 

実績値 ４ 20    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

区の常会などでハザードマップを使った話し合い

を行っている。 

 

今後の取組み 

全ての行政区の取り組みを目指す。 
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薪ストーブ設置に対する

補助 
× 

財源の問題から実施が保留とな

っていたが、間伐材の利用促進の

ための仕組みづくりと合わせて

検討中であるため、実施に至って

いない。 

 

 森林資源の利活用体制整備の構

築に合わせ、薪ストーブ設置に対

する補助制度を創設を図る。 

 

３ 地域の主体性・つながりの強化 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

地域振興協議会への支援 ○ 

各地域振興協議会事務局に役場

職員を担当させている。運営費用

として毎年各地区に２０千円を

支出している。 

A 

現在の形を維持しつつ、地域課題

の解決などを共同で行っていく。 

 

まちづくり会議 ○ 

まちづくり会議の中で、各地区か

ら申請された地域づくり支援事

業補助金の内容を審議し、採択事

業について補助金の支出を行っ

ている。 

 

A 

引き続き、各地域振興協議会等か

ら申請された事業の審議を行い、

各地区の必要な事業について補

助金の交付を行っていく。 

 

地域支え合いの会への 

支援 
○ 

社協内に生活支援コーディネー

ターが配置され、「南木曽・おた

すけ隊」の活動が４月から開始さ

れた。担い手研修受講者のうち、

６４名が協力会員として登録さ

れている。町ではコーディネータ

ー費用を支援している。 

A 

少子高齢化が予想される中、多方

面に対応できる協力会員はまだ

まだ不足しており充実を図る必

要がある。２８年度の利用件数は

約３０件となっていることから、

住民へのＰＲを進め、積極的に要

望に対応していく体制づくりを

行っていく。 

 

タウンミーティングの 

開催 
○ 

町長が直接住民からの声を聞く

場として、「お気軽ミニ集会」を

実施している。開催実績 8 月～

３月で 14 回 

住民からのご意見ご提案は全職

員で共有。 

 

A 

地域の主体性・つながりの強化を

図るため、気軽に何でも話し合え

る雰囲気づくりに工夫しながら

継続して実施する。 

 

若者意見交換会の開催 △ 

庁舎内の若手職員により検討委

員会を立ち上げ、H29 からの実

施方法の検討中。 
 

次世代を担う若者からの提言を

とりまとめ、町の活性化を図る施

策を検討する。 

 

コミュニティスペースの

整備 
○ 

読書地区の空き店舗を活用し、元

気づくり支援金、地域おこし協力

隊活動費を活用し、コミュニティ

ースペースを整備した。 

 

A 

住民が企画したイベントや、地域

おこし協力隊の企画したイベン

トを定期的に開催し、住民の憩い

の場の運営を継続していく。 

 

公民館活動等支援 ○ 

７分館へ運営補助金を行ってい

る。また、本館では、施設の修繕・

工事や備品の配備等を精力的に

行っている。 

A 

公民館活動は地域活力の原動力

となっている。今後も各地区の特

色を生かした活動を支援・展開し

ていきたい。 
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総合型スポーツクラブ 

支援 
○ 

会員数は H25：515、H26:534、

H27:586、H28：601 と増加し

ている。町補助金として 2,700

千円補助し、運営はチャレンジク

ラブで老若男女幅広く活動を展

開している。 

 

A 

来年度に法人化し、住民のための

クラブとしていく。そのために、

魅力的な事業展開、事業収入や会

員のさらなる確保を目指してい

きたい。 

 

防災計画の推進 ○ 

防災計画の見直しに向けて各種

資料等を整理中 

 

A 

必要に応じて防災会議で協議す

る。 

 

防災施設の整備 ○ 

防火水槽、消火栓等施設を順次整

備中 

防災無線の更新はＨ２９に事業

完了予定 

 

A 

整備計画等に基づき実施する。 

自主防災組織への援助 ○ 

ハザードマップ拡大版を使った

地域の点検等に取組中（説明会は

全地区実施済み） 

 

A 

自主防災組織の育成・支援を継続

的に実施する。 

 

治山・治水・砂防事業の 

推進 
○ 

国県により実施中 

長野県による治山事業の実施を

依頼している。Ｈ２６豪雨災害よ

り更に推進をしていただいてお

り、整備も進んでいる。実施には

保安林の指定が必要であるが手

続きに時間を要している。 

 

A 

引き続き連携し、進捗を図りた

い。 

今後も地域振興協議会の要望に

基づき長野県に要望し、実施して

いく。 

 

消防団への活動支援 ○ 
消防団運営費等により活動支援 

 
A 

今後も継続的に活動を支援する。 

 

 



9 

 

  

１ 農業の持つ多面的機能の促進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

農家への経済的支援 ○ 

中山間直接支払交付金事業・多

面的機能支払交付金事業を取り

入れ支援している。 

 

B 

継続的に支援することによ

り、農家の生産意欲確保を目

指す。 

 

有害鳥獣対策の推進 ○ 

有害駆除実施隊を結成し、駆除

を実施している。捕獲にはくく

りわなが効果的であるが、一度

の使用で破損することが多い。

修繕して使用する者もいるが、

効率的ではないことから、くく

りわなを購入し、実施隊員に配

布している。 

 

B 

年々被害報告は増加している

ことから、更に対策を要して

いる。夜間の駆除方法、また、

地域へ獣を寄せ付けない緩衝

帯の整備など、様々な対応を

地域に合わせて組み合わせ、

実施していく。 

 

畜産による遊休農地活用

の推進 
○ 

牛・羊の活用し遊休農地に放牧

している。 

 

B 

今後は運搬に容易な羊で耕作放

棄地の減少を目指す。 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 
基準

値 
H28 H29 H30 

目標 

(H31) 

遊休農地への放牧面積 

目安値 
ha 

H26 5 6 7 ８ 

実績値 7 5    

進捗区分   概ね順調    

進捗状況の分析 

今までは牛の放牧を実施してきたが、放牧に伴う運

搬・飲料水の確保・ぼた等の法面の破損等の問題が

あり進んでいない。 

 

今後の取組み 

牛から羊に家畜を変えて面積の拡大を目指す。 

 

新しい加工食品の販売額 

目安値 
千円 

H26 - 500 1,000 3,000 

実績値 - -    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

えごま油を特産品にと計画しており、現在えごまの

生産方法及び生産者確保に努めている。 

 

今後の取組み 

えごま油の販売は、えごまの生産量が少なく数量の

確保が難しいため、生産者確保に努める。また、販

売には保健所の許可が必要となるため検討を進め

る。 

 

施策１－２ 健康で安全な食を支える地産地消の推進 
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協同耕作の推進 ○ 

農業委員会委員により各地区で

えごまの協同耕作を実施中。 

また、与川一区でも地域内耕作

放棄地の米作を実施している。 

 

B 

今後は部分的な協同耕作から

町内全域での発展を目指す。 

 

２ 農業の高度化・発展 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

農業の活性化事業 ○ 

地産地消推進会議組織設置し、

軽トラ市場を実施。 

ビニールハウス設置支援（３棟） 

 

B 

軽トラ市場については開催方法

の検討していき、町民に町内野菜

を提供できる体制を整える。 

 

園芸特産振興助成事業 ○ 

ヒペリカム苗木・芍薬苗木の助

成。ヒペリカムの栽培講習会の

実施。 

 A 

ヒペリカムについては、市場で高

評価を受けている。 

生産地として固定化するために

は、継続的に支援をし生産者を増

やす努力が必要。 

今後は芍薬の出荷も実施予定。 

 

加工食品の開発 ○ 

農業委員を中心にえごまの生

産・普及を実施中。農事懇談会

で生産普及活動を実施。 

 

B 

えごま生産者を増やすよう普及

活動を継続する。えごまの販売に

より特産品化を目指す。 

 

全国的に販売できるしく

みづくり 
○ 

ふるさと納税の返礼品として活

用。 
B 

銀座ながの等を活用することを

検討。 

農業と観光の連携 ○ 

長野県町村会が提唱する「収穫

祭めぐり」に南木曽グリーンマ

ーケット・工芸街道祭り・風俗

行列を登録。来訪者に収穫祭会

場にてアンケートに答えると抽

選で特産品が当たる取り組みを

実施。H27 14 名に発送。妻籠

地区ではつまご園という農園で

民間レベルでの交流が実施され

ている。 

 

B 

農産物を購入し、応募により抽選

で特産品が当たるという取り組

みは、今後も継続していきたい。 

H28 18 名に送付。 
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１ 町内商店の維持・革新 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

集約型商業施設開設の開

発協議会の設置 
◎ 

平成 28 年 10 月 19 日「南木曽

町ショッピングセンター開設協

議会」設置 委員 17 名 

 

A 

平成 32 年の完成を目標に、関係

機関と協議を進めていく。 

 

商工会への支援 ○ 

町外へ流出している消費の獲得、

商店主の負担軽減、雇用の確保、

コンパクトタウン構想の推進な

ど人口減少社会に対応できる取

り組みであり、商業施設の経済

性、実現性、必要性、持続性等を

総合的に検討します。 

 

A 

地域零細事業者にとって商工会の

指導は不可欠であり、町の商工業

の維持発展に向けた商工会による

助言指導、また、南木曽町ショッ

ピングセンター開設協議会の持っ

ている課題解決に向け、積極的に

支援を行う。 

中小企業制度資金 ○ 

金融機関（82 銀行、岐阜信、農

協）への預託金(21,500 千円)を

もとに、町内商工業者へ資金を融

資。また、県制度資金、町制度資

金、商工貯蓄共済から融資を受け

る際に、保証協会への保証料支払

いについての補助。 

B 

地域の中小企業や商工業者の経営

を安的なものとし、地域経済の活

力を保っていくためには、欠かせ

ない事業である。 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

集約型商業施設の開発協議会

の設置 

目安値 
－ 

H26 設置 - - 設置 

実績値 - 設置    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

平成 28 年 10 月 19 日「南木曽町ショッピングセン

ター開設協議会」設置 委員１７名 

 

今後の取組み 

平成 32 年の完成を目標に、関係機関と協議を進めて

いく。 

 

年間バス利用者数 

目安値 
人 

H26 45,000 45,000 45,000 45,000 

実績値 46,307 55,523    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

外国人観光客の増加もあり、着々と乗車人数が増加し

ている。 

 

今後の取組み 
今後も継続して効率的なバス運行を進めていく。 

 

施策１－３ 買い物・交通・医療弱者がいないまちづくり  
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地域消費拡大事業（地域商

品券） 
○ 

地域商品券は地域限定の通貨と

して町内における購買力の維持

に対して有効である。 

 

B 

お返しとしての利用を中心に、町

内で定着しつつある。地域通貨と

しての役割は期待できるので、継

続した取り組みが必要である。 

 

地域支え合いの会への支

援（再掲） 
○ 

社協内に生活支援コーディネー

ターが配置され、「南木曽・おた

すけ隊」の活動が４月から開始さ

れた。担い手研修受講者のうち、

６４名が協力会員として登録さ

れている。町ではコーディネータ

ー費用を支援している。 

A 

少子高齢化が予想される中、多方

面に対応できる協力会員はまだま

だ不足しており充実を図る必要が

ある。２８年度の利用件数は約３

０件となっていることから、住民

へのＰＲを進め、積極的に要望に

対応していく体制づくりを行って

いく。 

２ 公共交通の充実 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

南木曽バス・乗合タクシー

の運行 
○ 

民間が撤退した町内バス路線を

町が運行主体となり、委託形式で

バス、乗合タクシーの運行を実施

している。 

A 

今後も効率的なバス運行を行って

いく。 

 

地域バスの利用促進 ○ 

町内各路線及び自費で駅または

バス停までタクシーを利用し、坂

下病院線に乗り継ぐ乗客を対象

とし、坂下病院線の乗車料金を無

料とする乗継優遇制度の実施。 

 

A 

乗継優遇制度を継続し、より便利

で使いやすいバス運行を行ってい

く。また、4 月１日からバス停の

増設などより住民の足としての利

便性向上を図っていく。 

 

南木曽駅窓口業務の運営 ○ 

ＪＲ東海からの委託を受け、南木

曽駅での切符販売業務の運営を

実施。 
A 

南木曽駅は、町の中心に位置する

場所であり、列車は住民の交通手

段として重要である。 

また、町を訪れる観光客の利用度

も高いため、引き続き窓口業務の

運営を行っていく。 

３ 医療連携の推進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

木曽広域連合との連携 ○ 

木曽広域連合が中心となって、木

曽病院と救急医療・休日一次医療

の連携を図っている。 

 
A 

木曽病院との救急連携は信州大学

との関係もあり調整が必要。広域

連合との連携を継続していく。地

域医療機関との連携は木曽保健福

祉事務所との連携が必須であり今

後の連携体制の充実が求められ

る。 

 

坂下病院救急医療負担金 ○ 
Ｈ２６～２８年の間、負担実施。 

４,７００千円/年 
B 

坂下病院の業務見直しが検討され

ている。動向を見守る。 
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基本目標 

町の独自の地域資源を活かした魅力のある新しい雇用を創出し、安心して移住できる労働

環境を整備する。 

 

数値目標の進捗状況 

指 標 名 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

H31 

観光宿泊者数 

目安値 

人 

H26 6,580 6,720 6,860 7,000 

実績値 6,200 
6300 

(H28) 
   

進捗区分   概ね順調    

新規林業従事者数 

目安値 

人 
H26 1 1 1 

３ 
(H27～H31) 

実績値 ０ 1    

進捗区分   順調    

中小企業者雇用確保支援事

業による新規移住者数 

目安値 

人 
- 1 1 1 

５ 

(H27～H31) 

実績値 - 0    

進捗区分   努力を要する    

総合分析 

○都市部の大企業の雇用形態と差別化し、町特有の雇用を創出するため、雇用を生み出す潜在能力

がある「観光産業」と「林業」の２つに力をいれた取組みを実施した。併せて優秀な人材の確保や

起業促進のための取組みを実施した。 

 

○数値目標や基本目標に係る重要業績評価指標（KPI）は 12 項目中６項目が「順調」、４項目が「概

ね順調」、２項目が「努力を要する」となった。 

 

○観光振興については各取組を戦略どおり実施し、数値目標も概ね達成しており順調である。林業

振興や人材確保、起業促進については数値目標を達成できていない項目や事業の効果が薄い取組み

があり、今後の検討課題である。 

基本戦略２ 

    子育て世代が戻ってこられる雇用の創出 
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重要業績評価指標（KPI）具体的な取組みの進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

観光客数 

目安値 

千人 

H26 488 492 496 500 

実績値 480 
478 

(H2８) 
   

進捗区分   概ね順調    

進捗状況の分析 

平成 26 年度の災害以降、順調に回復傾向にあった

が、平成 27 年にあったシルバーウイークなどが平

成28年には飛び石になってしまったこと またそ

こが天候不良（雨）であったことが要因で伸び悩ん

だ（9/17～19・22、10/8～10） 

今後の取組み 

引き続き商談会・観光 PR にて誘客を図る。 

 

外国人観光客数（一石栃） 

目安値 

人 

H26 18,450 18,630 18,815 19,000 

実績値 12,550 
21,361 

(H29.２時点) 
   

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

平成 21 年以降、順調に増加傾向。 

 

今後の取組み 

引き続きインバウンド商談会・観光 PR にて誘客を

図る。 

 

ふるさと納税額 

目安値 
千円 

H25 2,000 2,000 2,000 2,000 

実績値 740 1,600    

進捗区分   概ね順調    

進捗状況の分析 

熊本県で起こった災害により、年度当初はふるさと

納税が大きくそちらに流れた感があったが、９月ご

ろからふるさと納税申し出が増加してきた。 

今後の取組み 

返礼品の種類や金額の見直しを実施するとともに、

町ホームページ以外の媒体による PR を実施し、納

税額の向上をめざす。 

施策２－１ 観光立町の推進 
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１ 観光資源の整備・活用の推進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

観光振興の体制づくり ○ 

観光協会を独立した組織化をめ

ざし、平成２８年度より１名の

臨時職員を雇用し移行を試行し

ている。拠点を整備し独立組織

に向けた受け皿を整備するも

の。 

 

A 

町観光協会の外部委託の流れは、

郡内のほとんどの町村でも取り

組んでいる。当町でも独立組織化

を目指し、外部に一部事務を委

託。南木曽ミツバツツジ祭り、工

芸街道祭りなどの企画事務に従

事、商談会へ参加しＰＲ活動も実

施している。受け皿整備について

は、今のところ進展はない。平成

29 年度に方向性を出す予定。 

 

集客イベントの支援 ○ 

なぎそミツバツツジ祭りや、妻

籠マラソン大会などの認知度の

高い集客力のあるイベントの開

催を継続的に支援し、町の交流

人口の増加を図る。 

A 

交流人口の増加を図るために、他

イベントを同時開催するなどし、

イベント集客力が低下しないよ

う関係機関と協議していく。 

 

観光地整備事業 ○ 

南木曽岳、田立の滝、柿其渓谷、

中山道、歴史の道などの修繕、

更新を実施。 

 

B 

施設を整備し安心して訪れるこ

とができる環境づくりは、受け入

れる観光地の責務であるため今

後も継続して実施していく。 

 

地域への観光地整備事業

補助金 
○ 

各地域にある観光施設の管理者

が事業主体となって施設の整備

を行う場合に、１０分の９以内

で７０万円を限度に補助してい

る。 

 
B 

地域が主体となって管理してい

る観光施設は、地元の協力を得な

がら維持管理しているものも多

いので、全面的に町で管理するこ

とは不可能に近い。補助制度の打

ち切りは、収益につながらない所

以外は管理がおろそかになった

り、放置につながる恐れもある。 

一定の支援を行うことで地元の

理解を得て、継続的に施設整備を

行うことは必要である。 

 

日本遺産登録数 

目安値 
－ 

H27 1 ― ― １ 

実績値 ０ １    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

平成 28 年 4 月に文化庁から認定を受けた 

 

今後の取組み 

日本遺産魅力発信推進事業等の補助事業を活用し

て地域振興につなげていく。 
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町内を巡るツアー開発 ○ 

外国人旅行者の増加や、新たな

魅力を発掘するため新たなコン

テンツ作りに取り組む。 

 

A 

新たなコンテンツ作りを旅行会

社に依頼しており、年度末までに

提出される予定。H29 年度には

商談会などで魅力あるコンテン

ツの提案を行っていく。 

観光協会ホームページは、自宅で

のパソコン閲覧より、外出先（モ

バイル・タブレット）での閲覧数

がはるかに多いため、外国語版ホ

ームページの再構築が今年度末

に終了予定。外国人旅行者が見や

すいＷＥＢコンテンツにより、観

光客数の拡大と滞在時間の延長

に向け取り組む。 

 

伝統芸能保存 ○ 

町の無形文化財保存団体の活動

に対して補助金を交付してい

る。 

 

B 

どの団体も後継者育成に苦慮し

ている状況であるため、効果的な

支援や事業について模索してい

く必要がある。 

 

各地区の観光協会への 

支援 
○ 

各支部に存する観光施設の維持

管理整備など地域と連携しなが

ら観光基盤の整備を進める。 

 

B 

施設の維持管理整備などに加え、

旅行会社から提案のあったコン

テンツを具現化するため地域と

ともに検討していく。 

２ インバウンドの推進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

WiFi 環境の整備 ◎ 

外国人旅行者が増加傾向にある

ため、中津川市と連携した形で、

公衆無線ＬＡＮ環境の整備を実

施。 

整備箇所：３ヶ所（一石栃立場

茶屋、妻籠宿第１駐車場、南木

曽駅） 

A 

公衆無線ＬＡＮ環境（Wifi サービ

ス）の整備は、Facebook などへ

のアクセスがしやすい環境を整

えることにより、個からの情報発

信が期待でき、個人ブログを参考

にする外国人観光客の誘客につ

ながる。 

 

外国人向け案内看板の 

設置 
○ 

県元気づくり支援金事業を活用

し、駅前から桃介橋周辺を、日

本遺産魅力発信推進事業を活用

し、中山道を中心に整備を行う。 

 

A 

看板を整備し迷わず安心して訪

れることができる環境づくりは、

受け入れる観光地の責務である

ため、29 年度も継続して実施し

ていく。 

 

駅観光案内所の運営 ○ 

南木曽駅の構内で英語対応も可

能な観光案内をすることによ

り、案内業務の充実を図ると共

に、町の玄関口である南木曽駅

のイメージアップを図る。 

 

A 

駅前観光案内業務開始 8：30～

17：30 まで 閉鎖日：年末年始 

臨時職員 4 名雇用 ※窓口 1 名

体制のローテーション 

継続して業務を実施する。 
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外国人向けツアーガイド

の育成 
△ 

外国人旅行者の増加に伴い、外

国語ガイドの育成が急務となっ

ている。資格がないものが料金

を取り通訳ガイドすることが禁

止されているが、長野県が特区

申請した信州山岳高原観光特区

通訳案内士の制度を利用すれば

可能となるため、県の育成事業

を活用し、ガイドの育成を行う。 

 

 

当初の募集予定内容と募集内容

に相違があり、県特区のガイドに

は応募ができなかった。通訳案内

士制度見直し法案が提出される

予定である。無資格でも質の担保

が必要であるため、どのような方

法をもって対応したらよいのか

は、情報収集は続けるものの、法

案通過後、具体的に検討したい。 

○想定されるもの 

研修会の開催 

 

ゲストハウスの整備 ○ 

地域おこし協力隊員が、上の原

地区の古民家を活用し、町内を

訪れる観光客を対象としたゲス

トハウス開業の準備を行ってい

る。 

 

A 

来年度の完成に向け改修を行っ

ていく。 

 

外国人向け交流施設の 

整備 
△ 

空家を活用した外国人向け交流

施設の整備を地域おこし協力隊

の活動と連携して実施予定。 

 外国人観光客の滞在時間の延伸

を図るため妻籠宿の空家を活用

した交流施設の整備を地域おこ

し協力隊の活動と連携して進め

る。 

３ 地域ブランド力の向上 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

日本で最も美しい村連合

に関する PR 
○ 

NPO 法人日本で最も美しい村

連合に平成２０年１０月に加入

し、他加盟町村と協調しながら

「小さくても輝くオンリーワン

の農山村」を目指し活動を行う。 

 

A 

景観の保全、形成に対する関心は

全国的に高まりを見せており、一

定のルールづくりが必要。 

町のＰＲ、企業との特産品共同開

発などが実現すれば非常に有効

であり、将来的に成果向上の可能

性が大きい。 

 

地域ブランド促進事業 ○ 

町の魅力を活用したＰＲや日本

で最も美しい村連合のネームバ

リューを活用したプロモーショ

ン活動の強化を進める。地域の

木材を使用した玩具を事業者に

作成依頼。長久手市の出産祝い

品交付事業の商品となってい

る。 

A 

東京名古屋での PR 活動には、多

くの人が訪れており町の良い PR

の場となっている。さらに良い方

策がないか、長野県会議の構成町

村と検討しながら今後も進めて

いく。長久手市への木工玩具の提

供を引き続き実施できるよう、事

業者とともに取り組む。 
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宣伝誘客活動 ○ 

観光案内 

駅前観光案内所の委託 

パンフレット等の作成 

メディア、旅行業者への PR、各

種取材の対応   等 

 
A 

観光客の増加を図るために、情報

の発信は不可欠である。効率を高

め、有効な誘客活動にするための

努力と工夫を行う中で、町・観光

協会・事業者の連携のもと取り組

みを進める。平成 29 年４月 15

日 JR さわやかウォーキング、観

光機構によるミツバツツジ祭り

来訪ツアー開催決定。 

 

ふるさと納税の拡充 ○ 

町外居住者から、南木曽町の「ふ

るさと南木曽応援寄付金」を納

入していただいた方に南木曽町

の特産品と感謝状を返礼品とし

て送付している。 

 

A 

返礼品の金額及び内容について

の変更を実施する。 

 

スローフードの活用推進 ○ 

地域食材の良い宣伝の機会であ

るため、誘客イベントとして町

外への PR を検討する。 

 A 

提供できる料理が 100 名程度と

限られていることから、たくさん

の町外者を受け入れることので

きるイベントとして大きく PR で

きない現状もあり、課題として研

究していく。 

 

広域連携の推進 ○ 

いちのみやリバーサイドフェス

ティバル、名古屋水フェスタ等

に参加。郡内の特産品・郷土料

理・創作料理などを一堂に集め

た対外的イベント「木曽スロー

フードフェスタ」2/4 開催にも

町内から料理を出展。郡内各所

で実施するアイスキャンドル祭

りは、妻籠宿内で 2/11 開催。 

 

A 

交流人口の増加を図るために、上

下流交流・スローフード・アイス

キャンドルなどの広域連携は非

常に重要。今後も広域的な連携の

もと進めていきたい。 
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４ 妻籠宿の保存と活用 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

妻籠宿保存始業 ○ 

保存事業を始めてから 50 年を

迎えようとしている。毎年国の

補助事業により保存修理を行っ

ている。 

 

B 

継続的に保存修理工事を行って

いく。他の重伝建地区と比べて、

今なお文化庁や他地区から評価

の高い妻籠宿の効果的な活用を

模索していく。 

 

歴史の道修理・修景 ○ 

毎年国の補助事業により保存修

理を行っている。 

 
B 

訪日外国人観光客から評価を得

ている点を重視して、継続的に保

存修理工事を行っていく。 

 

妻籠宿の日本遺産登録 ◎ 

南木曽町他６市町村からなる

「木曽路はすべて山の中 ～山

を守り 山に生きる～」という

ストーリーが平成 28 年 4 月に

文化庁から日本遺産に認定され

た。 

A 

日本遺産認定によるネームバリ

ューを得たチャンスを積極的に

活用するため、「木曽地域文化遺

産活性化協議会」で、日本遺産を

核とした観光振興を推進に向け

た取組みを実施する。 

 

妻籠宿の世界遺産任的に

向けた調査・研究 
○ 

現在、妻籠宿と馬籠宿が世界文

化遺産暫定一覧表記載・候補案

件であるが、一覧表記載案件の

登録に向けての動きが優先され

ているため、事態が進んでいな

い状況。 

B 

文化庁からの指摘課題に対する

調査研究を行う必要がある。 
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指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

町有林・民有林の 

間伐実施面積 

目安値 

ha 

H26 100 100 100 
300 

(H27～H31) 

実績値 50 
17 

(H29.2 時点) 
   

進捗区分   努力を要する    

進捗状況の分析 

森林整備計画について、民有林(町有林含）の樹種・材

積等基礎調査を実施し、効率的に立案できるよう実施

している。高性能林業機械を導入した初年度であり、

森林整備を推進していく第一歩を踏み出している。従

事者の技術と経験の向上により、作業の効率も向上さ

せる初年度となっている。計画は、町有林と個人有林

を分けることなく共同整備計画を樹立することで、面

的に一体となった整備を実施している。作業員・事務

員を増員するペースが上がらないために年間目標面積

を実施する労力がまだ不足している。 

 

今後の取組み 

基礎調査に基づいた整備計画の立案を町内全域で進め

る。それに基づき、整備を効率的かつ安全に実施する

ための林道・作業道の開設を実施する。山林地権者に

は、現在の自身の森林の状況、町全域の森林の手入れ

不足に伴い支障となっていることについて理解を深め

てもらい、整備の推進を図っている。計画・作業を実

施する人員確保と教育を進める 

 

国有林レクリエーション 

利用者数 

目安値 

人 

H26 20,850 20,900 20950 21,000 

実績値 20,770 
17,600 

(H28) 
   

進捗区分   概ね順調    

進捗状況の分析 
H26 の災害以降微増であるが H28 は減少。 

 

今後の取組み 

平成27年にあったシルバーウイークなどが平成28年

には飛び石になってしまったこと またそこが天候不

良（雨）であったことが要因で伸び悩んだ（9/17～19・

22、10/8～10）田立の滝キャンプクラブ閉鎖・民宿

の休業も影響している。 

山の日制定に伴い実施した登山道整備のためのボラン

ティア登山を 2 回実施。引き続き安全に楽しむことが

できる環境づくり及び PR に取り組む。 

 

 

施策２－２ 林業振興の促進 
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１ 町有林・民有林の利活用の促進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

町有林整備・活用の推進 ○ 

保育間伐による整備を実施して

きたが、運搬の安易な道路周辺の

町有林を選定して搬出間伐を実

施。個人有林では当初実施は難し

い搬出間伐を実施することによ

り、技術向上と作業経験を積む場

所として整備を実施している。 

 

A 

今後も町有林内で整備方法の技

術・経験の習得により民有林整備

の促進につなげられるように町

有林整備を進めていく。 

 

民有林振興 ○ 

町有林と共同計画により個人有

林を合わせて整備を実施。森林基

礎調査を町内民有林全域で実施

している。 

 

B 

町有林と整備計画を共同で立案

することで補助事業採択基準面

積を確保でき、整備が可能となる

ことから今後も同様に計画を立

案してく。民有林全域を整備でき

る事業継体と財源の確保が必要。 

 

薪ストーブ設置に対する

補助（再掲） 
× 

財源の問題から実施が保留とな

っていたが、間伐材の利用促進の

ための仕組みづくりと合わせて

検討中であるため、実施に至って

いない。 

 

 森林資源の利活用体制整備の構

築に合わせ、薪ストーブ設置に対

する補助制度を創設を図る。 

 

高性能林業機械導入の 

補助 
△ 

森林整備を実施する上で、効率・

経済的に実施するためには高性

能林業機械の利用は欠かない上

に、国も推進をしている。組合独

自に購入の準備も進めているが、

必要とする機械は複数であるこ

とから、町が購入補助をすること

により、更に導入が進むこととな

る。 

 

 町が組合員である南木曽町森林

組合における林業機械の導入は

直接町有林の整備と個人有林の

整備の促進に直結することとな

る。導入計画を策定し、町のサポ

ート体制を整える。 

 

こだわりの匠市支援回数 

目安値 
回 

H26 １ １ １ １ 

実績値 ０ １    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

地元企業や商工会等が一体となって販路開拓や多様な

PR を行う取り組み。 

 

今後の取組み 

ミツバツツジ祭り開催期間に同時実施し、即売会、PR

を行う。 
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森林組合への支援 ○ 

森林整備を実施する上で、整備費

用が伐採木の材価で賄えない現

状に際し、補助事業による搬出間

伐は必須となっているが、それで

も個人負担が大きく、森林整備に

地権者の理解が得られにくい状

況である。町は 3,000 円/ｈａの

嵩上補助をこれまでも実施して

きたが、整備促進にはなかなかつ

ながっていない。 

 

B 

搬出間伐を補助事業により実施

する場合において、町有林内では

嵩上補助は対象としていないこ

とから対応できる補助制度が昼

用。別の方法でも組合への支援が

必要と考えられる。機械を使った

整備ができるように林道作業道

開設整備、機械購入のサポート、

また、今後の木を利用した新たな

事業の展開など、組合の今後の方

針と町の方針を合わせていく必

要があり、そのうえでの支援を検

討する。 

 

２ 国有林活用の推進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

学校教育の場としての 

活用 
○ 

総合的な学習で森林管理署によ

る森林教室を実施。小学校では蘭

国有林で森の経年経過、植生の様

子を見学。賤母国有林で桧皮採取

作業を見学。Ｈ28 小 3/41 名。

与川国有林で林業体験・町合同植

樹祭へ参加し植樹体験。Ｈ28 

小 5/29 名。中学校では、田立国

有林班分収林において、林業関係

者の協力を得て間伐作業等林業

体験を実施。Ｈ28・中１/24 名 

 

A 

森林管理署、地元の林業関係者

の協力を受けながら継続する。 

 

レクリエーションの場と

しての活用 
○ 

平成28年2月に日本山岳遺産に

認定された南木曽岳、日本の滝百

選に選定されている田立の滝の

登山道・遊歩道を整備し、安心し

てトレッキングが楽しむことが

できる環境づくりを実施 

 

B 

山の日制定に伴い実施した登山

道整備のためのボランティア登

山を 2 回実施。(7/16,11/12) 

引き続き安全に楽しむことがで

きる環境づくりに取り組む。 

３ 林業関連地場産業の振興 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

伝統工芸品の PR ○ 

美しい村連合、日本遺産町村の

物産展にて伝統工芸品の PR を

実施。 

 
B 

日本で最も美しい村連合、日本

遺産のネームバリューを活用

し、今後も物産展などにて伝統

工芸品の PR を実施していく。 

（11/3 千曲市、11/17～18 

日本橋、3/5 金山駅） 
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工芸街道祭支援 ○ 

国道２５６号沿いの南木曽ろく

ろ細工と桧笠、木工品などの伝

統工芸品と温泉などを組み合わ

せたイベントへの補助を実施。 

 

B 

住民や業者だけでは、運営的に

困難な部分を町が応援してい

る。観光イベントとして知られ

ているため、マンネリ化しない

ようイベント内容について実行

委員と検討して行く。 

 

伝統工芸体験プログラム ○ 

和紙、ろくろ細工、ひの木笠の

製作体験を実施。 

 

B 

体験メニューの利用者を増やす

には、各観光コンテンツとの連

携が必要となってくる。H28～

H30ＪＲグループと長野県内各

町村で取り組むデスティネーシ

ョンキャンペーンでの体験メニ

ューとして取り上げた。 

 

こだわりの匠市支援 ○ 

平成27年度よりミツバツツジ祭

りと同時開催。本年 2 年目にな

り、訪問者も増えてきている。 

 
B 

地元企業や商工会等が一体とな

って販路開拓や PR を行う取り

組み。ミツバツツジ祭り開催期

間に同時実施し、即売会、PR を

行う。 

 

工芸品産業振興事業補助

金 
○ 

伝統的工芸品産業で、後継者育

成のための講習会の開催や、活

用のための研究や取り組みなど

に対する補助を実施。南木曽ろ

くろ組合、蘭桧笠組合、田立和

紙組合 

 

B 

町の伝統文化を保存し、活用を

はかる観点から町の支援が必要

である。新しい利用方法や販路

を確保しながら、早急に後継者

を育成することが求められてい

る。 

ろくろ組合は、販売額が急激に

落ち込んでいる中での負担が増

えており支援が必要である。

H28 年度には県伝統的工芸品

産業魅力アップ・創造事業によ

り、市場調査を実施し、新たな

展開の検討を行った。H29 は町

でフォローアップ事業を実施予

定。桧笠組合は、産業としては

規模も小さく行政的な支援がな

いと現状の活動の維持が難しい

状況にあり、和紙保存組合につ

いては自力で収入を確保するこ

とがまだ難しい状況である。ろ

くろの展開を参考に事業展開を

検討。 

ウッディクリエイト南木

曽（WCN）への支援 
○ 

木材関連の代表が集まる団体

が、木材利用や振興の立場から

事業や活動を行なうことに対し

ての補助。 

 

B 

木材・木工業の連携組織として

事業展開をしている。 

長久手市子ども塾、市内にて開

催される木工教室、長久手市民

祭りなど、交流活動にも積極的

に対応している。 
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１ 地域に必要な人材の育成・確保 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

町内出身者へ向けた情報

発信 
○ 

広域ケーブルテレビの求人情報

で情報発信している。 

 C 

町外で生活している町内出身者

に対して町内事業所の雇用情報

の発信手段を具体的に検討し、U

ターン者の増加を図る。 

 

中小事業者雇用確保支援

事業 
○ 

町内中小事業者は雇用の確保が

事業継続にあたって大きな課題

となっている。都市部における

ＵＪＩターン希望者を対象にし

た事業所説明会を開催すること

により、町内事業所への就労に

ついて働きかけを行い、雇用の

確保と定住者の増加を図る。 

 

B 

昨年都市部でセミナー形式で実

施した事業展開を見直し、町へ来

ていただき町内の社会インフ

ラ・事業所を実際に見ていただく

事業へと変更。 

2/11～12 開催したが、参加 1 世

帯 3 名。戦略室とともに、各種セ

ミナー後に体験会を連動させる

など PR 方法などを検討してい

く。 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

地域おこし協力隊定着数 

目安値 
人 

H26 2 2 1 ５ 

実績値 5 １    

進捗区分   努力を要する    

進捗状況の分析 

第１期隊員 1 名は定住、１名は姉妹都市の市職員

となった。 

今後の取組み 

任期終了後定住できるようにフォローしていきた

い。 

 

起業相談件数 

目安値 
回 

H26 １ ３ ５ ５ 

実績値 - １    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

旧蘭小学校校舎を活用しての企業誘致については、

２件応募があり現在１件と交渉中である。 

 

今後の取組み 

初期の設備投資が小さい IT 企業などを視野に入

れ、多角的な誘致活動に努める。 

 

施策２－３ 地域リーダーの育成 



25 

 

地域おこし協力隊支援 ○ 

３大都市圏等に住む若者に地域

おこし脅威力隊の募集をかけ、

南木曽町で起業や定住にむけて

の取り組みを行ってもらう。 

 

A 

任期終了後に南木曽町に定住し

てもらうための取り組みについ

て、バックアップしていく。 

 

２ 企業誘致・創業支援 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

旧施設の利活用促進 ○ 

旧妻籠小は旧中学校部分を保存

し、新分館との共生を検討中。

旧蘭小は１階に NPO 福祉会、

2・3 階は現在 HP で全国公募を

行っている。旧田立小はなぎの

こマルシェ等で活用されてい

る。 

 

B 

旧妻籠小は一部取壊しとなるが、

旧中学校部分は文化財としての

保存を計画していきたい。また、

旧蘭小は 2.3 階部分の公募をし

たところ 2 件の応募があった。そ

のうちの 1 団体と協議を進める

予定。旧田立小は H29 から森林

管理署の仮庁舎となり活用され

る。 

 

起業支援 △ 

商工会と連携した起業ノウハウ

等に関する相談会の開催につい

ては、今回は既存事業者の経営

に関するセミナーの開催であっ

た。起業向けセミナー等の開催

は来年度事業で計画したい。 

 

 

商工会と連携し、起業ノウハウ等

に関する相談会の開催を実施し

創業支援を図る。 

 

企業誘致活動 ○ 

民間で進められていた自然エネ

ルギー関連の企業誘致の計画は

一旦白紙となっている。旧小学

校校舎を活用しての企業誘致は

現在、応募があった法人と交渉

中であるが先行きは不透明であ

る。 

 

C 

初期の設備投資が小さい IT 企業

などを視野に入れ、多角的な誘致

活動に努める。 

 

経営指導 ○ 

起業後の経営指導など起業に関

する総合的な支援を実施する。

また、小規模事業者や零細企業

の経営指導を商工会に補助金を

交付し実施している。 

 

A 

地域零細事業者にとって商工会

の指導は不可欠であり、町の商工

業の維持発展に向けた商工会に

よる助言指導は有効である。 

 

地域おこし協力隊支援 

（再掲） 
○ 

３大都市圏等に住む若者に地域

おこし脅威力隊の募集をかけ、

南木曽町で起業や定住にむけて

の取り組みを行ってもらう。 

 

A 

任期終了後に南木曽町に定住し

てもらうための取り組みについ

て、バックアップしていく。 
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基本目標 

移住者だけでなく定住者も快適で安心して暮らせることのできる環境を整備することに

より人口の社会減を縮小させる。 

 

数値目標の進捗状況 

指 標 名 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

H31 

20 代～30 代の転入者数 

目安値 

人 

H22～

H26 

95 

(累計) 

140 

(累計) 

185 

(累計) 

235 

(H27～H31) 

実績値 220 
114 

（H27～H28） 
   

進捗区分   順調    

20 代～30 代の転出者数 

目安値 

人 

H22～

H26 

105 

(累計) 

160 

(累計) 

210 

（累計） 

258 
(H27～H31) 

実績値 273 
154 

（H27～H28） 
   

進捗区分   努力を要する    

 

総合分析 

○人口の社会減を縮小させ、社会増に転換するため、移住定住促進や住宅環境の整備などの施策に

取り組んだ。 

 

○基本目標である 20 代～30 代の転入者及び転出者は、転入者については「順調」、転出者について

は「努力を要する」となり、今後転出者を縮小させる取組が重要となっている。 

 

○基本目標に係る重要業績評価指標（KPI）は７項目中２項目が「順調」、２項目が「努力を要する」、

３項目が「実績値なし」となった。 

  

○大学等への就学支援や移住体験プログラムなど新しい取組については財源の問題等で未だに進捗

していないものもあり今後の検討課題である。 

 

○事業効果のほとんどが A 又は B であるにも関わらず、KPI の評価が「努力を要する」となってい

るものがあるため、PDCA サイクルを用いて戦略の組み立てを見直していく必要がある。

基本戦略３ 

    子育て世代のU・Iターンの拡大 
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重要業績評価指標（KPI）具体的な取組みの進捗状況 

 

 

 

 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

小中学生の地場産業体験学習

回数 

目安値 

回 

H26 35 38 40 42 

実績値 33 
33 

(H27 年度) 
   

進捗区分   努力を要する    

進捗状況の分析 

小中学校とも総合的な学習の時間を中心に取り組

んでいる。 

 

今後の取組み 

授業時数が決まっているため、計画的に組み込んで

いく必要がある。 

 

U ターン情報希望登録者数 

目安値 
人 

H26 ― 20 30 50 

実績値 ― ―    

進捗区分   実績値なし    

進捗状況の分析 

スマートフォン等携帯端末を利用しての登録制の

情報発信のための整備を検討中である。 

 

今後の取組み 

スマートフォン等携帯端末を利用した登録制での

U ターン情報の提供や同窓会を通じた効率的な情

報発信を継続的に行う。 

 

3 世代リフォーム補助件数 

目安値 
件 

H26 ― 2 3 
５ 

(H27～H31) 

実績値 ― ―    

進捗区分   実績値なし    

進捗状況の分析 

３世代同居、Ｕ・Ｉターン者、子育て世帯、新規就

業者向けのリフォーム補助の拡充としてＨ29 年度

から実施。 

今後の取組み 

平成 29 年 4 月から実施。 

施策３－１ Uターンしたくなるまちづくり 
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１ 地域キャリア教育の推進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

学生の職業体験支援 ○ 

生徒の希望により、中・高学校

が直接依頼し事業所で受入れ

をしていただいている状況。                           

H28 中学 2 年/32 名 10

月・2 日間木曽福島～中津川の

間で実施。町内 7 箇所 16 名・

町外 8 箇所 16 名          

高校 2 年/48 名 8 月・3～5

日間松本市～中津川で実施。町

内 8 箇所 16 名・町外 17 箇所

32 名 

 

B 

受け入れ可能な町内事業所につい

て、各学校への情報提供が必要で

ある。商工会の協力を得て実施す

る必要がある。 

学校教育の地元食材利用 ○ 

地産地消推進会議員等により

地元野菜を小中学校へ納入 

 

B 

学校給食に出すためある程度の数

量確保と生産者確保が課題。 

 

ウッディスタート事業 ○ 

ひのきの香りが漂う南木曽町

に生まれた児童が健やかに成

長することを願い、出産祝い品

を交付する事業 

※出産祝い品交付事業 

 

A 

長久手市出産祝い品交付事業の祝

い品と同様の製品を採用し、交付

している。現 5 品目からの選択。 

 

林業体験学習 ○ 

中学生の学校林を利用した林

業体験。森林の里親事業を利用

した契約会社社員による整備

などを実施。 

 

A 

中学生の学校林整備、契約森林の

整備体験が継続実施。森の里親事

業の継続と広報による事業の周

知。 

 

２ 町内出身者への情報発信 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

同窓会支援事業 ○ 

地域高校である蘇南高校への

支援を学校・地域・行政が一丸

となって魅力ある学校づくり

を応援する。ＰＲ用チラシ、蘇

南アカデミー、下宿所への補助

について、同窓会を通じて支援

を実施する。 

 

A 

町外にいる町内出身者に対して効

率的な情報発信を行うため、同窓

会特有のネットワークの活用を検

討する。 

町内出身者へ向けた情報

の発信（再掲） 
○ 

広域ケーブルテレビの求人情

報で情報発信している。 

 C 

町外で生活している町内出身者に

対して町内事業所の雇用情報の発

信手段を具体的に検討し、U ター

ン者の増加を図る。 
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ホームページ・移住相談窓

口の充実 
△ 

町ホームページに移住・定住に

特化したコンテンツを設ける。

運用開始は平成 28 年度末。 

 

 

移住先として南木曽町が検討のテ

ーブルに上がるため、南木曽町の

魅力がわかりやすくなるようなコ

ンテンツ構成を実施する。 

 

３ Uターン者向けの経済支援 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

大学等への就学支援 × 

大学等への就学支援に向けて

の具体的な案を検討中の段階

であり実施に至っていない。 

 

 特典のある奨学金制度の創設を検

討し卒業後の U ターンの推進と町

に必要な人材の確保を図る。 

 

３世代同居リフォーム 

補助 
△ 

３世代同居、Ｕ・Ｉターン者、

子育て世帯、新規就業者向けの

リフォーム補助の拡充として

Ｈ29 年度から実施 

 

 平成 29 年 4 月から実施。 
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１ ターゲットを絞った情報発信 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

移住相談会の開催 ○ 

名古屋にて開催された合同移住

セミナーに２回参加し、移住相

談会を開催した。また、中小事

業者雇用確保支援事業として南

木曽町に来てもらって実際に体

験をしてもらう移住相談を実施

した。定住につながる実績は無

かったが、移住希望者の生の声

を聞けた。 

 

B 

長野県のデータおよび実際の相

談会の反応を今後の移住施策に

反映し、地理的に近い中京圏を主

要ターゲットとしながら、移住人

口の増加を目指す。 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

移住相談件数 

目安値 
回 

H26 ５ ６ ７ 10 

実績値 ０ ６    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

名古屋にて開催された合同移住セミナーに２回参

加し、移住相談会を開催した。また、中小事業者雇

用確保支援事業として南木曽町に来てもらって実

際に体験をしてもらう移住相談を実施した。定住に

つながる実績は無かったが、移住希望者の生の声を

聞けた。 

今後の取組み 

長野県のデータおよび実際の相談会の反応を今後

の移住施策に反映し、地理的に近い中京圏を主要タ

ーゲットとしながら、移住人口の増加を目指す。 

空家活用による定住者世帯数 

目安値 
人 

H26 1 2 3 
７ 

(H27～H31) 

実績値 １ ２    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

空き家への問い合わせは月に数件ある状況ではあ

るが、今年度については希望者と希望物件がマッチ

ング数は 1 件であった。空き家バンクの登録物件

数が少ないのも一因と考えられる。 

今後の取組み 

空き家のバリエーションを増やすめ、空き家所有者

へ更なる周知を行い空き家バンク登録物件を増加

を目指す。 

 

施策３－２ 強みを活かした U・Iターンの促進 
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中小事業者雇用確保事業

（再掲） 
○ 

町内中小事業者は雇用の確保が

事業継続にあたって大きな課題

となっている。都市部における

ＵＪＩターン希望者を対象にし

た事業所説明会を開催すること

により、町内事業所への就労に

ついて働きかけを行い、雇用の

確保と定住者の増加を図る。 

 

B 

昨年都市部でセミナー形式で実

施した事業展開を見直し、町へ来

ていただき町内の社会インフ

ラ・事業所を実際に見ていただく

事業へと変更。 

2/11～12 開催したが、参加 1 世

帯 3 名。戦略室とともに、各種セ

ミナー後に体験会を連動させる

など PR 方法などを検討してい

く。 

 

２ 移住者受入体制の強化 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

移住体験住宅整備 ○ 

移住体験希望者の受け入れ施設

として、古民家の整備改築を行

い、移住体験を実施できる様に

する。 

 

B 

来年度の完成に向け改修を行っ

ていく。 

 

移住体験プログラム × 

当面は整備中の農家民泊施設に

おいて実現可能なプログラムを

検討し実施したい 

 

 

各課横断の定住対策検討委員会

において、南木曽を PR でき実現

可能なプログラムを具体的に検

討し実施に繋げたい。 

 

空家活用補助 ○ 

空き家利活用推進補助金とし

て、平成 27 年度に改修１件、

片付け１件、平成 28 年度に改

修１件に補助を実施した。 

 

B 

空き家の利活用を図るためへ事

業の更なる周知を実施する。 

 

空家バンク ○ 

賃借・売却可能な空家の情報を

収集・登録しホームページ上で

公表している。しかし、登録物

件が少なく、また、利用希望者

と空家希望者の条件面が合わず

マッチングが難しい部分があ

る。 登録物件数 ３件 28 年

度マッチング実績 １件 

 

B 

物件の登録の妨げとして空家に

荷物が置いたままであるなどの

理由が考えられるため、片付け補

助などの制度を検討しながら登

録物件の数の増加を図る。 

まちづくり会議（再掲） ○ 

まちづくり会議の中で、各地区

から申請された地域づくり支援

事業補助金の内容を審議し、採

択事業について補助金の支出を

行っている。 

 

A 

引き続き、各地域振興協議会等か

ら申請された事業の審議を行い、

各地区の必要な事業について補

助金の交付を行っていく。 
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１ 地元への就労支援  

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

地元への就労支援 ○ 

町内の事業所、商工会、学校と

連携して、インターンシップ、

職場体験を実施している。 

役場ロビーにて町内の募集企

業をピックアップ周知 

 

B 

町内の事業所、商工会、学校と連

携し、インターンシップ、職場体

験、事業所説明会に対する支援を

行い事業者と学生の交流を深め、

学生に南木曽で働いてもらうため

のきっかけを図る。 

 

新規就農林者への支援 △ 

町内林業従事者である南木曽

町町森林組合に国内最先端林

業作業技術の習得支援を行い、

若い新規就業者にとって魅力

ある林業を展開する。 

 

 郡内に県林大があり、これから林

業を志す林大生が魅力ある林業を

展開できる支援を実施していく。 

 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

地元企業への新規就労者数 

目安値 
人 

H26 20 20 20 
80 

(H27～H31) 

実績値 22 ９    

進捗区分   努力を要する    

進捗状況の分析 

町の事業所には継続的な求人はある。 

職場体験などについては、各事業所ごと積極的に取

り組んでいただいている。 

2/11～12 体験会、2/26 楽園信州セミナー、3/12

中日新聞移住セミナー 

今後の取組み 

中小企業雇用確保支援事業における事業所説明等

により雇用のミスマッチを解消し、新規就労者増の

一翼を担うべく取り組む。 

 

施策３－３ 地元企業への就労の促進 
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１ 住宅地としての競争力強化  

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

ユーアイ住宅の建設 △ 

住宅建設用地を調査中。 

 

 平成 29 年度に蘭地区への地域優

良賃貸住宅（１棟２戸）建設に向

けた建設用地について適地を選定

検討中。 

新規優良賃貸住宅建設 △ 
住宅建設用地を調査中  平成 30 年度ユーアイ住宅建設に

向けた建設用地について適地を選

定検討中。 

住宅リフォーム補助 ○ 

住宅リフォーム補助における

南木曽商品券の利用がしにく

い状況にある。現金と商品券の

選択制や商品券を利用する場

合のお得感を出すような対策

が必要である。また、ＪＡ組合

員の生活向上のためにＪＡが

実施しているリフォーム事業

へも町のリフォーム補助制度

が利用できるよう検討が必要

である。H29 年３月時点申請件

数：５件 

B 

住宅リフォーム補助金における南

木曽町商品券を利用しやすくする

ための制度の見直しを検討中。 

ＪＡと町内業者が連携し、ＪＡ組

合員も町のリフォーム補助制度が

利用できる見込み。 

新築住宅への補助 △ 

定住人口の確保と増加を図る

ため、住宅を新築又は中古住宅

を購入する支援措置として国

の交付金を活用を見込んでい

たが、個人への助成事業は対象

とされなかったため、町単独事

業として具体的な実施方法を

検討している。 

 定住化につながる施策となるよう

具体的な内容の検討を行う。 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

ユーアイ住宅・地域優良賃貸

住宅による移住世帯数 

目安値 
世帯 

H26 ― 6 4 
10 

(H27～H31) 

実績値 0 ―    

進捗区分   実績値なし    

進捗状況の分析 

現在ユーアイ住宅・地域優良賃貸住宅に空きはな

し。 

 

今後の取組み 

平成 29 年度に蘭地区へ地域優良賃貸住宅（１棟２

戸）、平成 30 年度に他地域へユーアイ住宅建設に

向けた建設用地について適地の選定検討中。 

 

施策３－４ ベッドタウンとして選ばれるまちづくり 
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基本目標 

子育て世代の結婚・出産・子育てに関する希望を叶え、子どもたちが夢を叶えられるまち

となるよう教育環境を発展させる。 

 

数値目標の進捗状況 

指 標 名 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

H31 

婚姻届出数 

目安値 

件 
H26 10 10 10 10 

実績値 10 10    

進捗区分   順調    

合計特殊出生率 

目安値 

 

H26 1.65 1.68 1.71 1.76 

実績値 1.61 
1.63 

(H28 参考値) 
   

進捗区分   実績値なし    

 

総合分析 

○人口の自然減に歯止めをかけるため、結婚、出産、子育てへの支援や町の地方創生に非常に重要

な役割を持つ蘇南高等学校に対する支援を実施した。 

 

○基本目標である婚姻届出数については「順調」となっており、引き続き結婚に対する支援を継続

していく。合計特殊出生率のは統計の関係で「実績値なし」としているが、参考地は 1.63 と概ね目

標の水準である。 

 

○基本目標に係る重要業績評価指標（KPI）は８項目中５項目が「順調」、２項目が「概ね順調」、１

項目が「実績値なし」となった。 

 

○従前より実施している出産、子育て支援、教育の充実に関する取組みについては事業効果も高く、

継続して実施していく。 

 

○大学との連携に関する取組について実施の目途が立っていないため、今後戦略の中の位置づけを

検討する必要がある。 

基本戦略４ 

   子育て世代が安心して結婚、出産、子育てができる環境づくり 
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重要業績評価指標（KPI）具体的な取組みの進捗状況 

 

 

１ 出会いの場の創出 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

交流イベントの実施 ○ 

民間団体が行っている「恋する

南木曽」という婚活イベントに

補助金を支出し、イベント運営

に協力している。 

 

A 

個人情報を含むデリケートな内容

のイベントであることから、効果

や実績の分析は難しいが民間団体

が独自に行っていることもあり今

後も継続して支援していきたい。 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

交流イベント参加人数 

目安値 

人 
H26 30 30 30 30 

実績値 ― 26    

進捗区分   概ね順調    

進捗状況の分析 

民間団体が実施している事業である。２回の開催を

予定していたが、参加者集めなど課題もある。 

今後の取組み 

今後も実施団体と連携を取りながら、参加者確保等

の課題解決に向け取り組んでいく。 

結婚相談件数 

目安値 

件 
H26 12 16 20 20 

実績値 10 27    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

セミナー参加の方の中で希望者の相談を行う。定期

相談では希望者がいなかった。セミナー参加の方が

定期相談を利用することが今後考えられる状況と

考える。 

 

今後の取組み 

セミナー開催や定期相談など何度か利用する方も

いると思われるので、継続した取り組みを行うとと

もに PR 等を展開し参加しやすい環境づくりを行

う。 

 

施策４－１ 結婚希望の早期実現の促進 



36 

 

コミュニケーションセミ

ナー等の実施 
○ 

結婚相談と合わせて、コミュニ

ケーション能力向上のための

講習会を実施（参加者：男性

14 名、女性 13 名）。講習会は、

講師を招いて開催しコミュニ

ケーション向上のセミナーを

開催 

A 

参加者の希望や講師のアドバイス

を受けながら、講義内容を変更し

開催する。また、開催時期や募集

方法など工夫し、参加者しやすい

ものとなるように進める。 

 

２ 結婚サポート体制の充実 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

結婚相談事業 ○ 

コミュニケーションセミナー

に合わせて交流会を開催し相

談等に応じたほか、毎月相談所

を開設している。 

 

A 

デリケートな内容でもあり、相談

者の状況など十分踏まえながら、

相談に応じる。また、相談で希望

する内容などセミナーでも検討し

実施する。 
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１ 出産に対するサポートの充実 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

妊婦一般健康診査等の 

支援 
○ 

母子保健法の規定により、妊婦

の健康を保持するため専門医

療機関に委託して行なう。妊婦

健診受診票を交付し、妊婦健診

の費用の公費負担を行ってい

る。 

 

A 

母体の健康状態と胎児の生育状

態を専門家が診察し、町がその結

果を把握、対応していくことが必

要なため、継続して実施してい

く。 

 

出産祝金の支給 ○ 

出生児１児につき２万円支給。

出生届時に申請。現在 18 件

360,000 円支給 B 

出生児数増加などの直接的な効

果は不明確であるが、子育てにか

かる費用の一助として今後も継

続して支給する。 

 

不妊・不育治療助成 ○ 

不妊治療を行っている夫婦の

経済的負担を軽減するため、か

かった不妊治療費の 7 割以内

の額で年度内に 20 万円を限度

として助成している。 

 

A 

治療費に助成することで経済的

負担を軽減し、子どもを持ちたい

夫婦を支援する。子育て支援の一

環でもあり継続していく。 

 

 

指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 目標 

出生数 

目安値 

人 
H26 20 21 22 23 

実績値 18 25    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

H28 の目安値を上回っており、出産や子育て支援

といった取組みの効果が順調に現れていると思わ

れる。 

今後の取組み 

出産、子育て支援の取組みを継続するとともに、結

婚サポートや可処分所得の増加などの取組みを実

施し子どもを持ちたい人が持てるような環境を総

合的に整備していく。 

施策４－２ 出産・子育てに対する負担軽減 
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２ 子育てサポートの充実 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

乳幼児一時預かり ○ 

子どもの参観日や通院等での

利用が多い。一週間前の申込と

子どもが安心して過ごせるた

めに事前にひろばの利用を依

頼している。急な依頼の場合、

スタッフの確保等で対応でき

ない事もある。ひろば利用と同

室の為ひろば参加の方が気を

使われる事もある。 

 

A 

スタッフや場所の確保、工夫が必

要ではあるが需要はある。今後も

継続していきたい。 

 

おやこひろば ○ 

行事日の参加が多い。友達同士

で誘い合って参加される方も

いるが、ひろばで友達になる事

もあり、仲間作りの場にもなっ

ている。平日や出張ひろばの利

用は少ないが少人数でゆった

りとした時間を過ごせている。 

 

A 

利用者の要望などアンケートを

取り、必要に応じて取り入れてい

く。保護者対応の面でのスタッフ

の専門性を高めていく。また平日

の利用を多くするスケジュール

の組み方や内容を充実させ継続

していく。 

 

ミニ・ファミリーサポート

センター 
○ 

利用は少ない。保護者の都合で

保育園等の施設への送迎が主

になっている。登録サポーター

の人数は少数だが、対応できる

人数ではある。 

B 

引き続きサポーターと依頼会員

の募集を行い継続。 

 

ブックスタート事業 ○ 

８か月児を対象に５冊の絵本

を読み聞かせ一冊をプレゼン

トしている。おやこのひろばの

スタッフ、読み聞かせサークル

の方で対応している。対象者に

はひろばのおたよりに案内を

同封しているが、当日参加しな

い人もいる。 

 

A 

初めて触れる絵本である為、丁寧

に対応していく。保護者にはその

都度絵本と触れ合う大切さや与

え方を話していく。対象の方に事

前に連絡を取り実施していく。 

 

新生児訪問 ○ 

育児不安の軽減等の目的で、生

後3ヶ月までの時期に保健師と

在宅助産師が訪問し、新生児

(乳児)の状態・母親の状態の観

察と育児に対する相談・アドバ

イスを行っている。 

 

A 

家庭訪問により母子の状態のみ

でなく家庭の状況が把握できる。

保健師が同伴することで今後の

フォローに繋げられるので、継続

して実施していく。 

 

離乳食教室 ○ 

概ね５～６か月・８～９か月の

保護者を対象に、月齢に応じた

離乳食を試食し、味や形状、ま

た他の子どもの食べる様子等

を見てもらい、家での離乳食作

りに役立ててもらう。 

B 

離乳食の進め方を確認し助言で

きる場なので、継続して実施す

る。 
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2 か月児相談 ○ 

生後 2 か月のお子さんを対象

に、身体計測・育児相談・家族

計画相談を実施している。 

 

B 

母親の育児不安の軽減・仲間作り

等、子育て支援のた 

め、継続して町で実施していく。 

 

お誕生相談 ○ 

1 歳になったお子さんと保護者

を対象に、身体計測・育児相

談・栄養相談を実施している。 

 

B 

子どもの発達や食事、生活リズム

には大切な時期に子どもの育ち

について伝える機会となるので、

当面この形で実施していく。 

 

5 歳児相談 ○ 

母親の育児不安の軽減。社会性

発達、就学前支援の為に行って

いる。集団活動、個別課題の様

子から専門職にアドバイスを

もらったり、相談に応じてもら

える機会でもある。 

 

A 

保護者の相談内容や人数で時間

がかかってしまう事もあるが、育

児不安軽減の為には今後も継続

していきたい。また地域に専門職

がいない為、遠方の方を依頼して

いるが継続してきてくれる方が

いない。専門職の確保が課題とな

る。 

 

公園の整備 ○ 

町内 11 箇所の児童遊園に 27

基の遊具が設置されている。安

全点検及び修繕を毎年度実施、

今年度も例年どおり1月から実

施予定 

 

A 

安全点検及び修繕については、今

後も引き続き町で行う。 

 

保育児健診 ○ 

内科健診：対象 0・1・2・3・4・

5 歳児年 2 回、延べ受診者 204

名 

歯科検診：対象 3・4・5 歳児、

延べ受診者 89 名 

視力検査：対象 3・4 歳児 延

べ受診者 46 名 

 

A 

児童福祉施設の設備及び運営に

関する基準の規定に基づき、園児

の健康管理のため、今後も引き続

き実施する。 

 

通園バスの運行 ○ 

町内3園で5路線の通園バスを

運行している。10 月末現在、

全園児109名中34名が通園バ

スを利用している。（蘭保育園

耐震改修工事に伴う臨時通園

バス利用園児は除く） 

 

A 

保育園まで距離のある園児の通

園手段として、今後も継続して運

行したい。 
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３ 子育て世代の負担軽減 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

子どもの医療費の無料 ○ 

18歳まで1レセプト300円の

負担金で医療費助成を実施し

ている。医療費全額補助（窓口

無料化）は長野県が償還払方式

をとっているので実施不可。 

 

A 

窓口無料化（現物支給方式）を実

施している都道府県に対し国が補

助金を減らすペナルティがある

が、一部見直しの方針が出されて

いる。町の事業対象の１８歳まで

ペナルティが課せられないよう要

望していく。 

 

乳幼児一般健康診査 ○ 

母子保健法の規定により、乳児

の健康を守り増進するために

医療機関に委託して行なう健

康診査に対し、受診券を交付。

健診料金の補助を行う。 

 

B 

健診結果により町で乳児の健康状

態のフォローができるため、継続

して実施する。 

 

任意予防接種助成事業 ○ 

成人の風疹、小児のおたふくか

ぜ・インフルエンザ・ロタウイ

ルス感染症・Ｂ型肝炎任意予防

接種への助成を実施している。 

 

B 

先天性風疹症候群の発生予防と子

どもの健康を守るために予防接種

を促すための助成事業であり、継

続して実施していく。 

 

すこやか子育て支援事業 ○ 

納付した保育料の 2 割を補助

金として保護者に交付し、経済

的負担の軽減を図っている。対

象は、南木曽町に住所を有する

3 歳児から 5 歳児の保護者。 

今年度は年度末に交付予定 

 

A 

補助率及び対象など、検討しなが

ら補助事業を引き続き実施した

い。 

 

保育料第３子減免 ○ 

長野県多子世帯保育料減免事

業実施要綱に基づき、第３子以

降の保育料を軽減している。

10 月末現在、13 名が該当して

いる。 

 

A 

長野県多子世帯保育料減免事業実

施要綱に基づき、多子世帯の保育

に係る負担軽減のため、引き続き

実施したい。 
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指 標 名（KPI） 年 単位 基準値 H28 H29 H30 
目標 

(H31) 

総合型スポーツクラブ会員加

入率（小中学生） 

目安値 
％ 

H26 67 69 71 73 

実績値 66 68.5    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

総合型クラブ「なぎそチャレンジクラブ」は H28

年度で４年目を迎え、住民のためのクラブが浸透し

てきた。 

 

今後の取組み 

H２９年度に法人化を目指している。ますます住民

の運動、健康、交流の場として活動の幅を広げてい

きたい。活躍が見込まれる。 

 

小中学校の１人あたりの年間

図書借入数 

目安値 
冊 

H26 75 78 81 85 

実績値 74 70    

進捗区分   
概ね順調 

（H27） 
   

進捗状況の分析 

年間貸出数 小/16,903 冊 中/4,034 冊 

 

今後の取組み 

ブックスタート、セカンドブック、サードブック事

業の実施や読み聞かせグル―プによる活動を継続

する。 

 

地元中学校の蘇南高校への 

進学率 

目安値 

％ 

H26 65 65 65 65 

実績値 38 
68 

（H27） 
   

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 

H27 年度卒業生 24/35 名 

 

今後の取組み 

魅力ある学校づくりへの支援（ＰＲ用チラシ、蘇南

アカデミー、下宿所への補助）を継続する。 

 

施策４－３ 教育の充実 
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１ 多様な価値観を伸ばす教育の推進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

土曜日の教育活動 

推進事業 
○ 

今年度９回の計画のうち６回

終了。小学１～６年生を対象

として行う体験教室を行って

いる。県補助金 200 千円程度

もらっている。３年目を迎え、

年々参加者が増加している。

平均 25～30 名が参加してい

る。 

 

A 

参加の子ども達には喜んでもらっ

ている。企画や運営に非常に手

間・暇がかかるため、運営スタッ

フの増加、ボランティアの参加を

呼び掛けて町全体で子ども達の体

験活動を応援する気運を高めた

い。 

 

体験学習の実施 ○ 

子どもは上記の土曜教室で対

応している。大人については、

生涯学習事業で年間プログラ

ムに沿って行っている。 

 

B 

町民のニーズを捉え、企画するこ

とに苦心している。今年度の日本

遺産登録したため、その場所へ出

向いて学習する企画等を横断的に

検討していきたい。 

 

信州型コミュニティスクール

の数 

目安値 
校 

H26 1 1 1 ２ 

実績値 ０ １    

進捗区分   順調    

進捗状況の分析 
H28.6.21 に信州型 CS を立ち上げた。 

 

今後の取組み 

地域の方々との連携が重要となってきている。枠組

みにとらわれずに地域の方々と学校の交流を推進

していきたい。 

 

大学連携推進組織 

目安値 
- 

H26 0 0 1 １ 

実績値 ０ 0    

進捗区分   実績なし    

進捗状況の分析 

現在も教育委員会や妻籠を愛する会へ学生や教授

等から各々調査依頼があるが、連携推進組織につい

ては具体的になっていない。 

 

今後の取組み 

妻籠を愛する会と親交のある大学教授等と模索し

ていく。 
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放課後子ども教室 ○ 

今年度６年目を迎え登録者も

H23:56,H24:64,H25:75,H2

6:81,H27:82,H28:93と過去

最高となっている。そのため、

今年度小学校敷地にプレハブ

教室を建設する。 

 

B 

プレハブ教室ができることで、場

所の確保は問題解決するが、運営

面で、スタッフの確保の問題、登

録料の設定、学校等との情報共有

等問題・課題が多い。 

子どもたちには、貴重な放課後の

学習・遊び場として定着しファン

が多い。 

 

総合型スポーツクラブ支

援（再掲） 
○ 

会員数は H25：515、

H26:534、H27:586、H28：

601 と増加している。町補助

金として 2,700 千円補助し、

運営はチャレンジクラブで老

若男女幅広く活動を展開して

いる。 

 

B 

来年度に法人化し、住民のための

クラブとしていく。そのために、

魅力的な事業展開、事業収入や会

員のさらなる確保を目指していき

たい。 

 

２ 南木曽の地域性を活かした教育の推進 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

セカンドブック・サードブ

ック事業 
○ 

セカンドブック 小学校入学

記念に贈呈（実施済Ｈ28/37

名）、サードブック 中学校卒

業記念に贈呈（実施予定

H28/35 名）学校・保護者・読

み聞かせグループ等の代表が

選定した図書から 1 冊（1 組）

を選んでもらう。 

 

A 

ブックスタートと合わせ、家庭で

の読書の定着や子どもたちの豊か

な感性や表現力、思考力、創造力

を高めてもらう。小学校入学、中

学校卒業時の節目に記念の 1 冊を

選んでもらい。人生の友となる本

に出会ってほしい。選書本の見直

しを定期的に行いながら継続す

る。 

 

学校給食への地元食材利

用 
○ 

地産地消推進会議員等により

地元野菜を小中学校へ納入 

 

B 

学校給食に出すためある程度の数

量確保と生産者確保が課題。 

 

ALT の設置 ○ 

民間会社に委託し英語指導助

手を小中学校、社会人英会話

教室に配置し、児童生徒等に

生きた英語を身につけさせる

とともに、外国の文化や生活

習慣を理解させ、国際理解教

育、国際交流の一助とする。

Ｈ28 1 名 

 

A 

グローバル化に対応した英語教育

改革実施計画基づく体制整備で小

中高を通じた英語教育の充実が推

進され、小学校中学年から学級担

任による英語のコミュニケーショ

ン能力を養うことが求められてい

る。教員の確保・指導力向上だけ

では十分対応できない部分につい

て、外部人材活用が不可欠となる。 

 

ビジネス英語教室の開設 ○ 

現在商工会を会場に個人的に

実施していただいている。 

 
B 

戦略室に来年度以降の会場確保に

ついて相談があった。連携して対

応する。 
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３ 蘇南高等学校の発展支援 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

進学者講習の実施 ○ 

休日等において蘇南高校の生

徒及び他会員が学力や教養を

高め資格取得や進路実現に資

する講座「蘇南アカデミー」

を開設する。講座開設に要す

る人的及び物的な経費に係る

支援を行う。Ｈ28 から実施 

 

A 今年度から実施のため、事業内容

等を検討し引き続き支援を行う。 

 

海外語学研修の参加負担

補助 
○ 

蘇南高校の英語教育の充実を

目的とした海外語学研修事業

に対して補助金を交付し地域

高等学校の新たな魅力づくり

を支援する。英語圏への語学

研修の参加負担金 1 人 1/2 以

内を補助（2 年生春休みに実

施。生徒の約 3 割を想定）

H29.3 カナダバンクーバー10

日間 

 

A 

今年度から実施のため、事業内容

を検討し引き続き支援を行う。 

 

生徒の受け入れ先の確保 ○ 

蘇南高校への郡外からの生徒

受入れのため、下宿所の家賃

や管理人への経費の補助を行

う。H28 １箇所 下宿生徒 4

名 

A 次年度以降の受け入れについて、

新たな下宿先の確保が必要。 

 

４ 平等な教育機会の確保 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明 

事業

効果 
今後の取組み 

クラス数確保のための教

員の雇用 
○ 

少人数学級による一人ひとり

に応じた指導の充実や発展的

学習・補充的学習により学習

習慣・生活習慣の定着と基礎

学力の向上を図る。町クラス

編成基準を 30 人以上（県 35

人以上）2 クラスとし、県基準

に満たない場合は、町単独で

教員を雇用する。H28 3 名 

B 

少人数学級によるメリット、デメ

リットを検証しつつ継続。 

 

遠距離通学地域への定期

券購入 
○ 

遠距離通学地域生徒（田立地

区中学生）への定期券購入の

補助を行い教育の振興を図

る。スクールバス運行よりも

金額的に安価である。H28 

18 名 

 

A 

公共交通機関を使用することで社

会的な学習も兼ねている。ＪＲの

ダイヤ改正に左右される部分あ

り。緊急時（ＪＲ運行が不通）の

事務局や学校の連携・対応が必要。 

 



45 

 

スクールバスの運行 ○ 

特発バス あらかじめ教育委

員会の許可を得て学校行事、

授業、部活動、社会見学等に

使用する。通学用バスで、２

便出た場合のそのうち１便が

特発となる。学校行事等によ

りスクールバスのダイヤを変

更して運転する場合は１便運

転であれば通学バスとみな

す。 

 

A 

借上料（時間制＋キロ制運賃）の

取扱いが変わり事業費が増加して

いる。町マイクロバスや公共交通

機関の利用についての検討が必要

だが、児童・生徒を安全に目的地

へ移送するためには、バス会社へ

の委託継続が望ましい。 

 

信州型コミュニティスク

ールの推進 
○ 

小中一体して「南木曽小・中

コニュニティスクール地域応

援団」として H28.6.21 に信

州型 CS を立ち上げた。委員

16 名。 

 

A 

枠組みにとらわれずに地域の方々

と学校の交流を推進していきた

い。地元を愛する子どもを地域で

育てることが重要となっている。 

 

５ 大学との連携 

具体的な取組名 
実施

状況 
実施状況の説明  今後の取組み 

大学連携推進組織の設

立・研究 
× 

現在も教育委員会や妻籠を愛

する会へ学生や教授等から

各々調査依頼があるが、連携

推進組織については具体的に

なっていない。 

 

 妻籠を愛する会と親交のある大学

教授等と模索していく。 

 

妻籠宿へのゼミ合宿等の

誘致 
× 

妻籠を愛する会でも大学生等

の受け皿としての合宿所の希

望があるが、具体化していな

い。 

 

 空家等を活用した合宿施設整備等

を研究していく。 

 

サテライトキャンパスの

誘致活動 
× 

受け皿など具体化していない 

 
 空家、廃校舎等を活用した受け入

れ施設等を研究していく。 

 

町並保存運動の学問の構

築 
× 

妻籠地区保存についてまとめ

られた記録冊子を活用して、

様々な視察、調査に対応して

いるが、町並保存運動の学問

の構築については具体的にな

っていない。 

 

 当時保存に関わった人への聞き取

りや保存についての記録冊子を参

考に研究していく 

 

 

 


